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○議長（吉田敏郎） 

日程第６ 認定第６号 決算認定について（水道事業会計）の細部説明を担当課長

に求めます。 

環境上下水道課長。 

○環境上下水道課長（田中栄之） 

それでは、認定第６号 決算認定についてでございます。 

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、令和元年度開成町水道事業会計歳入

歳出決算は別冊のとおりにつき、監査委員の意見をつけて認定を求めます。 

令和２年９月４日提出、開成町長、府川裕一。 

初めに、決算書２５９ページをお開きいただきたいと思います。 

令和元年度開成町水道事業報告書でございます。 

１、概況、（１）総括事項です。令和元年度末の給水装置使用数は７，８９２個で、

前年度と比較しますと１７０個の増となります。給水人口は１万８，０５０人で、前

年度と比較して３０２人の増となってございます。年間総有収水量は２０１万９２０

立方メートルで、前年度比較では６，６３０立方メートルの減となっております。 

増設改良事業については、水道施設の耐震化、更新工事を計画的に実施してござい

ます。令和元年度は、前年度に着手しました高台第一浄水場第２配水池屋根の改修工

事、高台第一浄水場Ｎｏ．３号配水ポンプ電動弁更新工事等を実施してございます。 

経営状況については、収益的収入は２億３，５８０万８，４７４円で、前年度と比

較して１，１１７万８，９２３円の減、収益的支出は２億１２４万９，２４９円で、

前年度と比較し１，０１７万１，１４４円の増、結果として当年度純利益は３，４５

５万９，２２５円となってございます。 

次に、決算書の２４４、２４５ページをお開きください。 

令和元年度開成町水道事業決算報告書でございます。１、収益的収入及び支出です。

こちらは、水道事業の経営、運営を行うための経常的収支予算に対する決算状況を表

したものでございます。 

収入です。第１款水道事業収益の収入予算合計額が２億５，６３８万３，０００円

に対しまして決算額は２億５，５６７万３，４３３円で、予算に対して７０万９，５

６７円の減となりました。減額の主な要因としましては、営業収益における給水収益

が見込みよりも少なかったことによるものでございます。 

次に、支出です。第１１款水道事業費用の決算額は２億４４２万８円となってござ

います。 

次に、２４６ページ、２４７ページをお開きください。 

（２）としまして、資本的収入及び支出です。この項目は、水道水を供給するため

の水道施設の新設や改造などの投資的経費の収支予算に対する決算状況を表したも

のでございます。 

収入です。第２款の資本的収入の予算合計額が６，４０１万円に対しまして決算額

は６，４２２万２，０６４円となり、２１万２，０６４円の増となりました。増額の
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要因は、消火栓交換箇所の追加に伴う負担金の増でございます。 

支出です。第１２款資本的支出の決算額は２億８，０４９万４，７２４円で、不用

額は８７０万６，２７６円です。不用額の要因は、配水施設整備工事費の入札執行残

及び予備費でございます。 

なお、欄外に記載のとおり、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額につき

ましては、公営企業の会計処理基準にのっとり補塡をしてございます。 

次に、２６４から２６８ページの収益費用明細書及び資本的収支明細書でございま

す。こちらの詳細につきましては、令和元年度開成町歳入歳出決算事業別説明書によ

り御説明をいたします。説明書の８２、８３ページをお開きいただきたいと思います。 

まずは、収益的収入です。１款水道事業収益、１項営業収益、１目給水収益、１億

８，３０６万１，３６１円。延べ４万６，９５４件分の水道使用料収益でございます。 

２目が受託工事収益、これは水道利用加入金でございます。 

３目その他の営業収益、手数料になります。こちらは、書いてございますような各

種手数料となってございます。 

３つ飛ばしまして、２項の営業外収益、長期前受金戻入益、こちらは減価償却費の

うち補助金等で取得した部分の戻入益ということで、これは会計処理上の取扱いによ

り発生するものでございます。 

１つ飛ばしまして、資本的収入に移ります。２款資本的収入、１項分担金、１目配

水管布設分担金、配水管の布設工事に係る分担金でございます。 

２項負担金、２目他会計負担金、こちらは消火栓４４基の更新に係る負担金でござ

います。 

５項企業債、高台第一浄水場第１配水池耐震補強工事に係る起債を起こしてござい

ます。 

説明書の８４、８５ページをお願いいたします。 

収益的支出になります。１１款水道事業費用、１項営業費用、１目原水浄水配水及

び給水費、水質検査、給水配水管の維持管理等を実施してございます。 

２つ飛ばしまして、４目有形固定資産償却費、こちらは有形固定資産の減価償却経

費でございます。 

５目資産減耗費、有形固定資産の除却の経費でございます。 

２項営業外費用、１目支払利息、企業債のうち利子返済に係る部分でございます。 

２つ飛ばしまして、資本的支出に移ります。１２款資本的収支、２項建設改良費、

１目配水施設整備工事費、老朽化した建物や設備及び管の更新工事を実施してござい

ます。下段に主なものを列挙してございます。 

２目メータ－費、計量法に基づきまして１，１９２個の検満メーターの交換工事を

実施してございます。８年をサイクルとして交換をしているものでございます。 

３項企業債償還金、こちらは同じく企業債の元金部分の償還に当たる部分でござい

ます。 

改めまして、決算書２４８、２４９ページをお開きいただきたいと思います。 
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令和元年度開成町水道事業損益計算書です。この計算書は、令和元年度の１年間の

損益について、税抜きで計算したものとなっております。下から４行目、収益から費

用を差し引いた額である当年度純利益は、３，４５５万９，２２５円となりました。 

次に、２５０、２５１ページをお開きください。 

こちらは、令和元年度開成町水道事業剰余金の計算書でございます。この計算書は、

水道事業の企業内に留保している剰余金及び資本金の変動額を表示したものでござ

います。 

次に、２５４、２５５、２５６ページをお開きください。 

こちらは、令和元年度開成町水道事業貸借対照表でございます。こちらは、税抜き

の表示となってございます。この表は令和元年度末における水道事業の財政状況を資

産と負債、資本の部に区分し、対照した表でございます。２５６ページの下から４行

目、利益剰余金合計３億５，６１５万５，９６３円、こちらが令和元年度末における

水道事業会計の剰余金となってございます。 

続きまして、２６０ページをお開きください。 

ここから附属資料の説明でございます。最初に御説明いたしました事業報告の続き

になります。 

２、業務です。（１）の業務量でございますが、表中の１行目の年度末給水人口は

１万８，０５０人、前年度と比較して３０２人の増となってございます。次に、中ほ

どの年間配水量は２１４万８，０８０立方メートル、１日平均では５，８８５立方メ

ートルとなりました。下段の年間有収給水量は２０１万９２０立方メートルで、有収

率は９３．６％となっております。 

以下、事業収入に関する事項、事業費用に関する事項、主要契約の要旨、企業債の

概要となってございます。後ほど御覧いただきたいと存じます。 

次に、２６２ページを御覧いただきたいと思います。 

こちらは令和元年度開成町水道事業キャッシュフロー計算書で、資金の流れを表し

たものでございます。こちらも、後ほど御覧いただきたいと思います。 

続いて、隣の２６３ページを御覧ください。 

このページは財務諸表に関する注記でございまして、重要な会計方針、以降、固定

資産明細書等につきましては後ほど御覧いただきたいと思います。 

説明は以上です。 

○議長（吉田敏郎） 

認定第６号 決算認定について（水道事業会計）の細部説明を終了とします。 

 


